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として、かの「西南戦争の真っ只中」明治 10 年 8 月離日、イギリス・ロンドンに留学、始めは























が纏まったのである（その「鉱石買入条約の調印では、鉱石は石灰竈渡しで毎トン 2 ドル 40
セント、毎年 5 万トンを購入、八幡製鉄所より 3 人以上を鉱山に派遣することとした」『船津辰
一郎』在華日本紡績同業会編、昭和 33 年刊、73 頁以下）。 
さらに、この船津辰一郎が三井物産の山本条太郎と、日清戦時に中国東北部の営口の開港場
で英国官憲と日本守備隊との間に衝突が生まれた折、その調整役に山本があたり、旅順で通訳













叙益田孝翁傳』昭和 14 年刊、298 頁）ということで旧知の団琢磨を事務長に据えることとした
のである。周知のように、団は旧福岡藩主黒田長和がアメリカへ留学するにあたって金子堅太














る。団が赴任した頃の三池炭鉱は、採炭量 16 万 7936 トン、海外輸出は 10 万 0760 余トン、利






上申をいれて、団に洋行を命じた。団は明治 20（1887）年 10 月に出発、欧米各国を巡回して
三池炭鉱の入札がおこなわれたころは、帰国の途についていた。親友でまた義兄でもあった金
子堅太郎は、福岡県知事に依頼して県の鉱山技師に採用することが内定していたのである。益



















年度までは赤字であるが、明治 42（1909）年度までに 400 万円の投資額を回収して、以後黒字
に転ずるとの見込みが述べられていた。だがしかし、払下価額 455 万 5 千円は、現存する三池
の財産評価額 56 万 9600 円と比べてきわめて高価な買物であった。しかも払下げが決定してか



















かし明治 27（1894）年 11 月の大審院判決では再び三井が敗訴と決定、結局三井は明治 35（1902）
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までの 20 年間は、山本条太郎の「上海時代」といってよい。 
明治 20 年代の中国上海は、現在からは想像できない、いわば国際都市としての繁華な形
態を具えず、在留日本人の勢力も微弱であって、三井物産上海支店（上掲『三井事業史』
－ 50 － 
本篇第二巻、280 頁所載の写真参照）も小規模であった。 











































明冶 41（1908）年三井物産が 2 万トンの大豆をイギリスへ輸出したのが、ヨーロッパ輸出
の端緒となった。周知のように、満州大豆は、少量ではあったが、千葉県野田、愛知県岡
崎などの「味噌・醤油」の原料でもあったし、「豆粕」は日本農業では肥料の大宗であった。
日清戦争が始まると、明冶 28（1895）年 1 月から 5 月にかけて、単身で、旅順、金州、太
平山、営口、大狐山、安東県、義州、平壤、鎮南浦など、地勢・地味、風土、物産、生活
状態、通貨、度量衡、租税、交通運輸、取引方法など克明・詳細な『占領地及朝鮮平安道
商況視察復命書』を作成している（『山本条太郎 論策二』昭和 14 年刊、所収）。 








万 5 千両（テール）、このうち三井物産は、4 万 5000 株（60％）を所有する会社で、経営





－ 52 － 
本篇第二巻』580 頁）。 
さらに、日清戦後清国政府は、財政建て直しと中央集権のために、「鉄道国有化」をはかっ





























明冶 40（1907）年 4 月、益田孝、渋沢栄一、近藤廉平、大倉喜八郎らは、明冶政府の勧
－ 53 － 
奨で清国経済事情調査や借款引受け相談などのための日清起業調査会を設立していたが、
明冶 42（1909）年 8 月、財界のシンジケート投資機関たる東亜興業株式会社を設立、資本
金は 100 万円（2 万株）で、三井はそのうち 1600 株（持株比率 8％）を出資している。
益田孝、早川千吉郎、朝吹英二、山本条太郎らが名義株を持った。同社は明冶 45（1912）
年 7 月、日本興業銀行を介して大蔵省預金部資金を使い、清国江西省南潯鉄道（通称江西
























































この 10 月 30 日には「己れを罪する詔」が発せられ、翌 11 月 1 日には、袁世凱が慶
親王（1836～1916）代わって内閣総理大臣に任ぜられた。湖広総督に任ぜられて以来、
彰徳の地を動かなかった袁は、ここに始めて行動を開始する。11 月 3 日に資生院〔1907
年に開設された仮国会〕の議決上奏した「憲法信条十九条」が発布され、11 月 9 日に















に動き、12 月 3 日に清軍と革命軍とは停戦した。12 月 6 日には摂政王が辞職した。こ





1912 年 2 月 12 日に宣統帝（1906～1967、在位 1908～1912）が退位して清朝は滅び
た。退位を宣言した上諭は臨時共和政府を組織する全権を袁世凱に与えることを告げ
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宣統帝が退位すると袁世凱は賛成する声明を発し、これに呼応して南京の孫文（1866
～1925）は臨時政府の臨時大総統を辞し、2 月 15 日に立法府たる参議院は袁世凱を臨






閣を作った。8 月には、国会組織法と両院組織法が制定・公布され、翌 1913 年に行わ
れた選挙において、旧同盟会を中心として組織された国民党が大勝した。ところが、3
月 20 日に国民党の領袖宋教仁（1882～1913）が上海で袁の放った刺客によって暗殺さ












「三十一年式 速射野砲」6 門、榴弾 1 千発、右榴霰弾 4 千発、「三十一年式 速射






うなものであっただろうか。その一つを宇都宮太郎「対支那私見」〔明治 44 年 10
月 15 日〕にみてみよう。宇都宮太郎は、当時陸軍参謀本部第二部長（周知の「軍縮
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傍観すべきにあらざるなり。乃ち少なくも平昔研究せる南北の諸地方を獲得せ
ざる可らず」（『日本陸軍とアジア政策―陸軍大将宇都宮太郎日記―1』（「宇都宮
太郎関係資料研究会編、岩波書店、2007 年刊、483～484 頁、1911（明冶 44）
年 10 月 15 日作成）。 
この意図するところは明白であるが、その意義や影響を判定するのはなかな
かに難しい。上掲『宇都宮太郎日記』2、の「改題」付論で久保田文次氏は、宇
都宮が「韓国の改革派・親日派、中国の革命派・改革派からイスラム世界の民
族主義者に至るまで鋭い観察眼をもっていたが、実際に中国の辛亥革命が発生
した時に、どのような対応を考え、実行したのだろうか。参謀本部第二部長と
して宇都宮太郎が考えたのは、孫文等をそのまま援助するというのではなく、
革命を利用して、中国を南北対立させる状態に置き、そこから大日本帝国の利
益を拡大しようというものであった。この見地から宇都宮は、孫文の来日滞日
は日本にとって不得策とみなし、むしろ孫（文）を香港あたりに滞在させて、
利用・「操縦｣しようという主張であった。参謀本部情報将校が革命軍に協力し
たのも、この考えに基いていた」、という〔同書、67 頁〕。 
ところで、三井物産は、既に早くから「漢冶萍公司」借款に関与していた。
しかも「辛亥革命」を起した武昌と同じ「武漢三鎮」を構成する「漢陽」には、
すでに「漢陽鉄廠」が存在し、張之洞・盛宣懐によって、「鉄道問題」とともに
その展開が進められてきたのである。 
さて、「辛亥革命」から丁度 100 年にあたる本年は、日本でも孫文が亡命した
神戸（「孫文記念館」）を中心に、「シンボジウウム」が計画・準備されつつある
という。 
 
以上、武漢三鎮の漢口沿岸に宿泊し、対岸の武昌・黄鶴楼脇にある「辛亥革
命武昌蜂起記念館」を指呼の間に望みながら、不勉強が仇でそのまま「天空飛
行場」から西安に移動してしまったことが惜しまれてならない。如上の歴史的
由来を想起する時、改めて武漢三鎮、とくに漢口の旧租界風景〔川島真『近代
国家への模索 1894-1925』岩波新書（シリーズ中国近現代史②、2010 年刊）〕や、
さきの「辛亥革命武昌蜂起記念館」、漢陽の「漢陽製鉄所」（周知の「漢冶萍公
司」）跡を是非訪れてみたいと念じている。 
